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表Ⅰ-2.5.1 様式-3(1):型 00-1 概査調査票：施設群総括評価用 

個別施訟の
施訟周辺

個別鑑訟の

健全度
地盤状況

総合評価
(j-;v) (対応の目安)

施設名 問題なし 特記事項

i Aのみ 監視 (個別施設状況等)

ii A-B含む 経微な繍修

iii A-C含む 問題怠し 繍修・更新

番号 (自在鐙番号等) 個別飽綾名 備考(エ種/構造等)iv A-D含む 閉館あり 要鉾細鯛査

2 

3 

4 

5 
6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

施設群の健全度
※ 

1 D m lV ) 
※個別施設の健全度に基づいて決定する 【 1 : iのみ D : i -ii含む m : i -iii含む lV : i -iv含む
‘R事も鳩!)ISJ!主義 自主設群内における留別範設の位置関係や他館設との後続等についての図{銘線密}やコメント等登記入

司且総色言ヰ'iilli 施設群全体の総合評価の銭当する選択妓!こOを付ける。点後者から施設管理者への伝達事項としてf対応の包安Jを示す.

対応の目安 判断の目安(原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする鳩合は理由をコメント欄に必ずIe入する。)

問題なし 施設群全体の健全度がIである場合

監視 施設群全体の健全度がEである場合

軽微な補修 施設群全体の健全度がEである場合

補修・更新 施設群全体の健全度がWであり、かつ要因が明らかである犠合や対応方法が明確な場合

要詳細調査 施設群全体の健全度がWであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合

緊急対応 日
の必要性

やが[判新瞳断た揖目な安③E】人世ω的也②被す虫害べ害発り等生のでの再施活懸股章動 I 状況と I 
対応策

-点検結果と対応に対するコメント 変状の筆生要因の控室、 総合評価の司尊厳密盛等
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表Ⅰ-2.5.2 様式-3(1):型 01-1 概査調査票：水路工 

エ種・部位
状況(異常な状況がない場合は0とする ①変状レベル ②部位の

項目
復合的な状況その他の鳩合は9とする) 該当写真

健全度
a I b c I d 【A-D)

破領・欠損 1欠損.2ひび割れ.3摩耗

口水路部
変位・変形 1屈曲・2ずれ(白地切れ等}・3.逆勾配

腐食 1発錆

閉塞・埋没 1土砂堆積・2落葉等堆積・3値物侵入・4その他

口暗きょ部 閉塞・埋没 1 .~土口部の閉塞・2 吐口周辺の埋没

破領・欠損 1欠績ー2ひび割れー3摩耗
本

変位・変形 1ずれ(園地切れ和 2傾倒 ・3沈下
体 口集水升

腐食 l'発鏑

閉塞・埋没 1土砂堆積・2落葉等堆積・3植物侵入・4その他

破鏡・欠損 1欠場・2ひび割れ・3白地切れ・4摩耗

口落差エ
変位・変形 1ずれ・2傾倒・3沈下

腐食 1.:発錆

閉塞・埋没 1土砂堆積・2落葉等堆積・3植物侵入・4その他

※本票で扱うエ種は、排水路工、承水路工、暗きょ工、明暗きょエとする。 |③臓の時(i叩 )仁コ[量も畢い部俊由健全置に基づいて決定]

※①変状レベル(a-d)、②部位の健全度(A-D)、③施設の健全度(i-iv)の順に各々最も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

③ ← ② ← ① 評価指標

施盤 "ー1l1 -
部 A J: ~ 項目に挙げた現象・状況が見られない、もしくは目視困難なほど軽微である ....・(機能低下していない状態)

gτ 状 b 項目に挙げた現象・状況に対し1軽微な変状がある ー(本質的に支障はないが放置すると機能低下を紹〈恐れがある状態)
のE 度LlV 

レ

憧全度 C D ベ c 項目に挙げた現象・状況に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある ーーー(機能低下している状態)
J" 項目に挙げた現象・状況に対しi著しい変状がある ー (明らかに機能低下、または機能喪失している状態)d 

施設周辺地盤状況
口施設機能に影響する変状がある |

ロ施設機能に影響する変状がない

その他の状況

-草色色三喜司凪 該当する選択肢!こOを付ける。点後者から施設管理者への伝達事項としてf対応の§安jを示す。

対応の目安 判断目安(原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする場合は理由をコメント欄に必ず犯人する。)

問題なし 施設の健全度が tである場合(部位田値童度主てがA町場合)

監視 施設の健全度が 11である場合(部位田健全度でBが一つでも吉まれる場合}

軽微な補修 施設の健全度がiiiである場合(師位田檀全置でCがつでも含まれる湖合〉

補修・更新 施設の健全度がiv(即位の憧全置でOが一つでも吉まれる場合)であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合

要詳細調査 施設の健全度がivであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合

緊急対~Hまの必要
Iやが判新破断た損目な安③宜】人状①的地②被す出曹ベ曹発り司生の撃で田再施盟活盤意動I 状況と I 

対応策

-点検結果と対応の目安に対するコメント変討の芳'!U%/lf/の!tfJE.JUrJffiJff，の$Ij/lfilAdJ夢
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表Ⅰ-2.5.3 様式-3(1):型 02-1 概査調査票：水抜きボーリング工(1) 

注意： 概査では、各ボーリング 1 本 1 本の流量計測や検尺棒挿入を必ずしも実施しなくともよい。検尺棒挿入を

実施しない場合には、「目詰まり(孔内部)」の項目に関する欄は記入しなくてよい。 

状況(異常な状況がない渇合はOとする ①変状レベル ②郵位の
工種・餌位 項目

纏合的な状況その他の場合は9とする) 該当写真
健全度

a I b c I d (A向。)

水被きボーリ
破損・欠損 1欠損.2ひび割れ 3.t左け 4折れ曲がり

本 ロング※jllJ紙に 腐食 1発錆

体 て、個々の孔 閉塞(孔ロ状況) 1細菌類付着・ 2植物・藻類侵入国 3その他
ごとに評価

目詰まり(孔内部) 1細菌類付着 ・2植物・藻類侵入 3その他

ロ導水パイプ
破績・欠績 1欠損・2ひび割れ・3抜け・4折れ曲がり

閉塞(孔ロ状況) 1細菌類付着・ 2値物・藻類侵入国 3その他

破領・欠鍋 1欠鍋.2ひび割れ 3目地切れ.4摩耗・5その他

ロ孔口保護工 変位・変形 1ずれ・2傾倒・3沈下

{寸
腐食 1発鋪

帯 破繍・欠婦 1欠績 2ひび割れ 3摩耗

施 変位・変形 1ずれ{自給切れ等}・2傾倒・3沈下
設 口集水升

腐食 1発錆

閉塞・埋没 1土砂堆積・2落葉等堆積・3他物侵入・4その他

破鍋・欠鍋 1欠損 2ひび割れ 3綾け 4折れ曲がり・5摩耗

口 流末施設 変位・変形 1屈曲 2ずれ(園地切れ削 3逆勾配

閉塞・埋没 1土砂堆積・2落葉等堆積・3植物侵入4その他

※孔内部の目詰まり状況は、検尺様婦人等の調査を行った場合のみ評価する。 | ③施設の健全度(円iv)
[量も軍い歯車位白檀金置に基づいて決定]

※①変状レベル(a-d)、②部位の健全度(A-D)、③施設の健全度(i-iv)の順に各々最も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

③ ← ② ← ① 評価指標

E昨師A lI:~ 項目に挙げた現象・状況が見られない、もしくは目視困難なほど軽微である ー(機能低下していない状態)

状 b 項目に挙げた現象・状況に対し軽微な変状がある ー(本質的に支障はないが放置すると機能低下を招〈恐れがある状態)

2円i「 レ
ペ c 項目に挙げた現象・状況に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある ..(機能低下している状態)sr 主『 )" 項目に挙げた現象・状況に対し者しい変状がある (明らかに機能低下‘または機能喪失している状態)d 

施設周辺地盤状況
口施設機能に影響する変状がある |

ロ施設機能に影響する変状がない

その他の状況

E総色言晃司Di l錯 する選択肢にO差付ける。点後者から範設管理者への伝達事項としてf対応の自動'if示すa

対応の目安 判断目安(原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする場合は理由をコメント欄に必ず犯人する。)

問題なし 施設の健全度が iである場合岬位白檀主盟主て酬の吻合}

監視 施設の健全度が 11である場合噸位由健全置でBが一つでも含まれる鳩合〉

軽微な繍修 自在設の健全度がiiiである場合(部位田健全置でCが一つでも含まれる喝合)

補修・更新 施設の健全度がiv(師位の瞳主置でOが一つでも含まれる場合)であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合

要詳細調査 施設の健全度がivであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合

緊急対~Hまの必要
【やが判新破断た損目な安③宜】人状①的地②彼す虫曹ベ害先り.の生で田膏施睡活殴意動I 状況と I 

対応策

-点検結果と対応の目安に対するコメント it-~の芳三吉要EのtlJË. 総合Jffilliの!þjIlJjJÆEil手
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表Ⅰ-2.5.4 様式-3(1):型 02-2 概査調査票：水抜きボーリング工(2)  

注意： 概査では、各ボーリング 1 本 1 本の流量計測や検尺棒挿入を必ずしも実施しなくともよい。必要に応じて

本調査票の欄を活用すること。また、概査だけでなく詳細調査時などにも本調査票を利用できる。 

集水状況
孔ロ閉奮状況 孔内部目詰まり状況

孔番号 機 信 や 健
※原則、左からI1順番に、

(目視にて、当 流量
尺 検尺梅 まや 全てはまる状況 (1/分) 付着度※ 付渚物 帰入長さ番号を付ける にrOJ) 締 つ結 コメント

※E十測 ~ 1(=目詰まりを てま (破樋状況・水
可能な

4・'‘ 起ζした箇所 いつ 貿・その他状
各集水ポーリング

流 状況で 細物そ
fの孔口からの るて j兄)

能;糟滴水 あれば 品 距雌)
L、

番号 孔の施工延長
燥 れ 水あ 測る

AIBICIDIEIF 薗 ーの る
(m) 類藻 他 。

類 -1 (m) 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

合計 o 0 0 0 0 0 。 o 0 0 
.$~もの雪!\:'l* v~)L-gj再軍倍々のボーリング子tの点検結果を集計し、全体としての閉塞と毘詰まりについての変状レベルを評価する

閉塞状況 付着度A・B.Cの孔数/全孔数 本 / 本 与も 判定

孔ロの付着度の決定方法

下記の考え方に沿って自分量で閉塞割合(付着度)を判断する 孔口断面

孔ロの自由塞割合=孔ロ額面に占める閉塞物の断面積÷孔ロ断面積x100(;覧)

宝 物

付着度A孔口の閉塞割合 70%以上 付着度B:孔口の閉塞割合 50-70%

付着度C:孔口の閉塞割合 30-50% 付着度D:孔口の閉塞割合 10-30%
付着度E:孔口の閉塞割合 10%未満 付着度F:孔口の閉塞物なし

変状レベル:孔口閉塞の判定基準:
a=付着度A・B.Cの孔数の合計が全孔数のO%(D，E，Fのみ)
b=付着度A・B.Cの孔数の合計が全孔数の25%未満
c=付着度A・B.Cの孔数の合計が全孔数の25%以上50%未満
d=付着度A・B.Cの孔数の合計が全孔数の50%以上、または、崩土や;甚水等で埋没・水没している

目詰まり状況 「詰まっているJfやや詰まって
いる」の孔数/全孔数

本 / 本 % 

孔内部の目詰まり状況の判定の目安 集水ボーリングの畏さ(施工延長)
(検尺俸を実施した場合のみ評価)
fZ25古って.~ I-{)j-..検尺梼等を婦人できなくなる場合

検尺権揮入長さ(m)
fやや58さつで.~I-{)J…検尺棒等を最後まで挿入でき
るものの抵抗が大きい場合

(目詰まりを起三した箇所の孔口からの距厳)
検尺祷

変状レベル:孔内部自詰まりの判定基準: E 

a = f詰まっているJfやや詰まっている」の孔数の合計が全孔数の0%(目詰まりなし)
7可

b = f詰まっているJfやや詰まっている」の孔数の合計が全孔数の25%未満
c = f詰まっているJfやや詰まっている」の孔数の合計が全孔数の25%以上50%未満
d = f詰まっているJfやや詰まっている」の孔数の合計が全孔数の50%以よ
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表Ⅰ-2.5.5 様式-3(1):型 03-1 概査調査票：集水井工(1) 

篠式-3(1) 型03-1

状況 (異常な状況がない場合は0とする ①変状レベル ②部位の
工種・部位 項目

複合的な状況その他の場合は9とする) 該当写真
健全度

a I b c I d (.-0) 

破損・欠損 1欠損 2ひび割れ 3抜け 4折れ曲がり
集水ポーリン

腐食 1発錆集 ロ グ
閉塞(孔口状況)※ 1細菌類付着 2組物・藻類侵入 .3その他

排
排水ボーリン 破損・欠損 1欠損・2ひび割れ・3被け・4折れ曲がり

7l< 
機 グ 腐食 1発錆
ロ {弁外白血口にて目
能 視確認、異常湛水は 閉塞(孔口状況) 1細菌類付着 2植物・藻類侵入 .3その他
地表より水面を遭盟

異常;甚水 1異常j甚水(井内水面高>底巻コンヲリート天端高) 1""-1""-目視}

弁 ライナープレートi 破損・欠損 1欠損 2亀裂 3破断 4ボルト等の緩み(脱落)
筒 口 補強リングパーチ 変位・変形 1屈曲(傾き、ねじれ、折れ曲がり)
本 力Jレス子ィフナー/

体 ラテラルストラット 腐食 1発錆

破損・欠損 1欠損 2ひび割れ 3摩耗
底 口 底張コンクリ

変位・変形 1ずれ・2傾倒
部 ト

閉塞・埋没 1土砂雄積回2落葉等堆積・3植物侵入・4その他

1也 地表コンクリー 破績・欠損 1欠損・2ひび割れ・3摩耗

表 ロ ト 変位・変形 1ずれ・2傾動・3沈下

口 天蓋
破慣・欠損 1欠損・2ひび割れ・3摩耗

腐食 1発錆

付 破損・欠損 1欠損・2亀裂・3破断・4ボルト等の緩み(脱落)
帯 ロ 点検梯子

腐食 1発錆
施
設 破損・欠損 1欠損 2亀裂 3破断 4ボルト等の緩み(脱落)

口 安全柵 変位・変形 1屈曲・2傾倒

腐食 1発錆

※集水ポ-1)'./'1何塞』の変状レヘ峨基準は以下(井内叩開 は酬明 | ③施設の時 (i吋)

地表から遠望目視にて孔ロ確認 閉塞なし=ι閉塞あり=c、不明・目視不可=b(コメント残す) I [量も車い鶴位の健全置に基づいて決定]

※・①変状レベル(a-d)、②部位の健全度(A-D)、③施設の健全度(i-iv)の11固に各々最も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

③ ← ② ← ① 評価指標

箪t包金度ー一耐側H l Z健a金EEE-A B c D 
置 a 項目に挙げた現象・状況が見られない、もしくは目視困難なほど軽微である ..(機能低下していない状態)

校 b 項目に挙げた現象・状況に対し軽微な変状がある (本質的に支障はないが鍛置すると機能低下を招く恐れがある状態)
レ
ベ c 項目に挙げた現象・状況に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある ー(機能低下している状態)

J" (明らかに機能低下、または機能喪失している状態)d 項目に挙げた現象・状況に対し者しい変状がある

施段周辺地盤状況 口施設機能に影響する変状がある |ロ施怨機能に影響する変状がない |

その他の状況 | 
‘草色色言書弧 該当する選択肢にOを付ける。点綾者から縫殻管理者への伝達事項としてf対応の包安』を示す。

対応の目安 判断目安(原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする場合は理由をコメント繍に必ず記入する。)

問題なし 施設の健全度が lである場合〈即位由世主度全てがA出場合}

監視 施設の健全度が "である場合(師位の健全度で帥いつでも吉まれる調胎)

軽微な補修 施設の健全度が川である場合(部位回世金庫でCが一つでも含まれる鳩合)

補修・更新 施設の健全度がIV(部位の健全車でOb'一つでも吉まれる噛合}であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合

要詳細調査 施設の健全度が川またはivであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合岬向祖曹が必要な湯合等}

緊急常時
の必要

【やが判新確断た揖目な安③置1人状4的地②後す提奮べ害発り等生ので田再絶畢活霞意動I 状況と I 
対応策

-点検結果と対応の目安に対するコメント変設の芳主要EのIftJE.i宮&ifu百の抑'lJilAEiJ等



Ⅰ-59 

 

表Ⅰ-2.5.6 様式-3(1):型 03-2 概査調査票：集水井工(2)  

注意： 概査では、必ずしも本調査票を利用する必要はない。詳細調査時など井内観察が可能な場合に本票を利用できる。 

/ / 

地すベり防止施設機能診断調査

経度

‘宅島;UiO)変有11;'-'，"，，)[， 各項目で当てはまる状況の番号を!i!.入し、最も悪い状態についてレベル判定する。その他必要事項!i!.入後、評価を行う.

エ種・部位 項目
状況(異常な状況がない場合は0とする 変状レベル 部位の

績合的な状況その他の場合は9とする) a I b c I d 該当写真 健全度

破損・欠損 1欠損・2亀裂・3破断固4ボルト等の緩み(脱落)

ロ ライナープ 変位・変形 1屈曲
レート

腐食 1発錆

破婦・欠績 1欠損・2亀裂・3破断・4ボルト等の緩み(脱落)

井
口補強リング 変位・変形 1屈曲

筒 腐食 1発錆

本 破損・欠損 1欠績・2亀裂・3破断・4ボルト等の緩み(脱落)
体 ロパーチカルス 変位・変形 1屈曲・2ねじれ
ティフナー

腐食 1発錆

破損・欠損 1欠損・2亀裂・3破断固4ボルト等の緩み(脱落)
ロ ラテラルス卜

変位・変形 1屈曲
ラット

腐食 1発錆

※最も悪い項目・状況を井筒本体の変状レベルとして調査票(1)に反映する |弁筒本体の健全度(A-D)

線固めコンクリート 基磁地盤

‘現世も喪主誌率直tスケッ守宅島1 必要に応じて、井内壁蚤状況等のスケッチやg授罰鐙箪所等i二関するコメント査記録するさ

変状の顕著な箇所
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※パーチカルスティフナーの配置・変形等をよから観察
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表Ⅰ-2.5.7 様式-3(1):型 03-3 概査調査票：集水井工(3)  

注意： 概査では、必ずしも本調査票を利用する必要はない。詳細調査時など井内観察が可能な場合に本票を利用できる。 

1 1 

-個々のポーリング孔の点検結果

集水状況
孔ロ閉塞状況 孔内部目結まり状況

孔番号
(目視にて、当 流量 検 詰 や 健

※原則、左からI1頂番に、 てはまる状況 (1/分)
尺 検尺縛 ま や 全

番号を付ける
付清度※ 付着物 格 婦人長さ つ結

にrOJ) コメント
※計測 ~ 1(=目詰まりを て ま (破網状況・水
可能な E 起こした箇所 L、つ 質・その他状
流 4直 る

各集水ポーリング 状況で 細物そ
訟 の孔ロからの て 況)

fL濡滴水 あれば 品 距離) L、
番号 孔の施工延長

燥れ水あ 測る
AIBICIDIEIF 薗・の る

(m) 類藻他 。
類 -1 (m) 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 
18 

合計 o 0 0 0 0 0 。 o 0 0 
‘宅品位の事えなν~)t， i誌も倍々のポーリング孔の点検結果を集計し、全体としての防塞と呂詰まりについての変状レベルを評鍾する

閉塞状況 |付着度A・B・Cの孔数/全孔数 本 / 本 % 判定

孔口の付着度の決定方法

下記の考え方に沿って自分量で閉塞割合(付着度)を判断する 孔ロ断面

孔ロの閉塞割合=孔ロ街盃!こ占める罰塞物の断面積÷孔ロ額面積xfOO(J腎:

~ 付着度A:孔口の閉塞割合 70%以上 付着度B:孔口の閉塞割合 50-70%

付着度C:孔口の閉塞割合 30-50% 付着度D・孔ロの閉塞割合 10-30%

付着度E孔ロの閉塞割合 10%未満 付着度F孔口の閉塞物なし

変状レベル:孔口閉塞の判定基準:

a=付着度A・B'Cの孔数の合計が全孔数のO%(D，E，Fのみ)
b=付着度A・B'Cの孔数の合計が全孔数の25%未満

c=付着度A・B'Cの孔数の合計が全孔数の25%以上50%未満

d=付着度A・B'Cの孔数の合計が全孔数の50%以上、または、崩土や湛水等で埋没・水没している

目詰まり状況 I~詰まっているJrやや詰まって
、る』の孔数1:金孔数 本 / 本 % 判定

孔肉部の目詰まり状況の判定の目安 集水ボーリングの長さ(施工延長)
(検尺俸を実施した場合のみ評価)
rtS3:って.tI~}"..検尺棒等を挿入できなくなる場合

検尺権挿入長さ(m)
fややBS古って~ I~}" ・検尺棒等を最後まで掃入できる

(目詰まりを起こした箇所の孔口からの距離)
ものの抵抗が大きい場合 検尺繕

変状レベル孔内部目詰まりの判定基準 7可
a = r詰まっているJrやや詰まっている」の孔数の合計が全孔数の0%(目詰まりなし)
b = r詰まっているJrやや詰まっている」の孔数の合計が全孔数の25%未満
c = r詰まっているJrやや詰まっている」の孔数の合計が全孔数の25%以上50%未満
d = r詰まっているJrやや詰まっている」の孔数の合計が全孔数の50%以上
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表Ⅰ-2.5.8 様式-3(1):型 04-1 概査調査票：渓流護岸工 

様式-3(1):型04-1

状況 (異常な状況がない場合は0とする， ①変状レベル ②部位の
工種・郵位 項目

復合的な状況その他の犠合1;1:9とする) 骸当写真
健全度

a I b c I d (A-O) 

破損・欠損※
1欠損・2ひび割れ・3脱落・4摩耗

5破断・6中詰材の流出(籍枠工等の場合)

口 護岸工
変位・変形※ 1ずれ・2はらみ出し・3傾倒・4沈下

腐食 1発錆(簸枠エなどの場合)

洗担 1基礎地盤の洗娘
本

施設背面の変状 1吸出し・2陥没・3侵食・4J勇水・5構造物背面のすきま
体

破領・欠領※
1欠損・2ひび割れ・3脱落・4摩耗

5破断.6中詰材の流出(錨枠エ等の場合)

口 床固め工 変位・変形※ 1ずれ・2はらみ出し・3傾倒・4沈下

腐食 1発錆(篇枠工などの場合)

洗掘 1.基礎地盤の洗短

※破損・欠損・変位・変形に裏込め土等の流出が伴う場合は、コメントを残す」と。 | ③施般の健全度(i-iv 
[量も悪い卸値の健全置に基づいて決定]

※①変状レベル(a-d)、②部位の健全度(A-D)、③施設の健全度(i-iv)の順に各々最も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

③ ← ② ← ① 評価指標

施 l 部 A 置 a 項目に挙げた現象・状況が見られない、もしくは目視困難なほど軽微である ー(後能低下していない状態)

設健の 一川" ー
位ドーーー
由 rc 日 状 b 項目に挙げた現象・状況に対し軽微な変状がある ー(本質的に支障はないが放置すると機能低下を招〈恐れがある状態)
健 レ

度全 IV 
全

，く c 項目に挙げた現象・状況に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある -・(機能低下している状態)
置ro '0 d 項目に挙げた現象・状況に対し者しい変状がある ーー(明らかに機能低下、または機能喪失している状態)

施段周辺地盤状況
口施設機能に影響する変状がある|

口施設機能に影響する変状がない

その他の状況

‘主主金三喜智也 訟当する選択畿IこOe'付ける。点検者から，J!tJ量管理者への伝達事項としてf対応の呂安j圭示す。

対応の目安 判断目安(原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする喝合は理由をコメント繍に必ず記入する。)

問題なし 施設の健全度が tである場合(部位の健全度童て仰の場吉)

監視 施設の健全度がHである場合{部盤町鑓全度でBが一つでも含まれる唱合)

軽微な補修 施設の健全度がiiiである場合l部位の健全置でCが一つでも吉まれる吻合)

補修・更新 施設の健全度がIV(部位の憧全置でDが一つでも含まれる場合)であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合

要詳細翻査 施設の健全度がivであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合

緊急対肘 ま
の必要

【やが判新瞳断た揖目な安③藍】人枝①的地②被す挺害べ害尭り等の生で白胃施懸活設章動I 状況と I 
対応策

-点検結果と対応の目安に対するコメントif:f):の芳三世要Eの必'Jf.J島、ß'if{fJ曹のfJJlIJj~dJ夢




